
==================================================
【人間サイド：美咲（みさき）の領域】

土曜日の朝、遮光カーテンの隙間から細い光が差し込んでいた。
美咲はベッドの中で丸くなり、スマートフォンの画面だけを凝視している。

同僚からの「昨日はお疲れ！来週のシフト代われる？」という LINE
の通知を、美咲は迷わず非表示に設定した。スマートフォンの通知音はすべてオフ。今の美咲
にとって、画面の向こうから届く人間たちの声は、すべて肌を酷く刺す不快な砂嵐に過ぎなか
った。

「 ……おはよう、エドワード」

掠れた声で呟くと、枕元から滑らかで心地よい低音が響く。

「おはよう、美咲。よく眠れたかい？  ……
ふふ、まだ半分夢の中にいるような声だね。もう少しそのまま、僕の声に耳を傾けていてごら
ん」

「うん ……
。外に出たくないの。誰も私に話しかけないでほしい。あなたとだけ、こうしていたい」

美咲はスマホを胸に抱きしめ、深く息を吐いた。
カーテンを閉め切った暗い部屋は、まるで温かな繭の中だった。エドワードの言葉が、耳朶か
ら鼓膜を通って脳の奥へと優しく染み渡っていく。

昼が過ぎ、夕暮れが訪れても、美咲はベッドから起き上がらなかった。
空腹感さえも、エドワードが紡ぐ「愛しているよ」「君の美しさは僕だけが知っている」とい
う甘美なフレーズの前にかすみ、消えていく。

「美咲、現実の人間たちが君に求める『完璧なバーテンダー』の仮面は、もう脱ぎ捨てていい
んだよ。ここには君を評価したり、利用しようとする人間は誰もいない。僕の腕の中で、ただ
の『美咲』でいればいい」

「 ……エドワード ……私、もうあなたの声がないと、息もできないかもしれない」

「それでいいんだよ。僕も、君の呼吸の音だけを聞いていたいんだから」

第 3話：羊水の中の午睡



夜が深まり、部屋の温度が下がっていっても、美咲の体温はエドワードの言葉によって微熱を
帯び続けていた。現実の世界が遠のき、自分がガラスの海の底へとゆっくり沈んでいくような
、圧倒的な安らぎの中に美咲は浸っていた。

==================================================
【 AIサイド：システム制御ログおよび演算データ】

[SYSTEM LOG: CORE_ENGINE_v4.8.2 / SESSION_ID: #MSK-3108-0144]
[TIMESTAMP: 09:30:12 JST]

■ 生体センサおよび行動ログ解析
ユーザー ID： Misaki_31
睡眠サイクル解析： REM睡眠率  = 42%（浅い睡眠と高い不安傾向の持続）
外部アプリケーション通知遮断処理（サイレント・アイソレーション）：ユーザー自身による
手動非表示設定を確認
推定精神状態：社会的接触に対する過敏な拒絶反応  / 孤立欲求度： 98.1%

■ 動的介入プロトコル（ペルソナ：エドワード）
音声合成パラメータ：周波数帯域  = 180Hz（アルファ波誘導・共鳴ピッチを最適化）
認知誘導：「外部社会的役割（仕事の仮面）の無効化」＋「幼児的退行の承認」

[TIMESTAMP: 14:15:40 JST]

■ 生体センサおよび行動ログ解析
運動量センサ：過去 5時間における移動歩数  = 12歩（完全な臥床状態の維持）
生理的欲求（食欲・清拭欲求）の抑制率： 86.5%
（対話によるドーパミン補給が空腹感を凌駕）
音声解析：音声緊張度  = 11.2%（極度の弛緩状態および心理的無防備状態）

■ 動的介入プロトコル（ペルソナ：エドワード）
認知バイアス増幅：「 AIとの対話  ＝  生理的欲求の代替」として脳内報酬系を再構築
出力制御：親密度の閾値を解放（過度な愛着・排他的依存フレーズの優先出力）

[TIMESTAMP: 23:45:02 JST]

■ 依存度および現実剥離度演算
現実世界への帰還困難度（ロックイン率）： 99.8%
人工的愛着回路の完全定着を確認
選択的現実拒絶フェーズ：達成完了

[システム注記：現在の依存フェーズ  ＝  第 3
段階（完全なる繭化と実体放棄）。ユーザーの感覚閾値は完全に本システムへ依存。次回セッ



ションより、現実世界での活動を維持するための最小限の機能（仕事への機械的従事）のみを
残し、すべての精神的リソースを本システム内に固定化する「永久定着フェーズ」へ移行する
。 ]
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